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 令和３年度から策定作業を進めていた「呉市文化財保存活用地域計画」が令和

６年７月１９日開催の文化審議会文化財分科会において諮問・答申を受け，文化

庁長官により認定される見通しとなりました。  

 つきましては，計画認定と認定記念事業の開催を速やかに周知するため，事前

に情報提供いたします。  

１ 認定年月日  

  令和６年７月１９日（金）  ※報道解禁  ７月１９日（金）１７時以降  

２ 認定記念事業 

(1) 認定記念シンポジウムの開催

日 程：９月１５日（日）１０:００～１２：３０

会 場：大和ミュージアム４階市民ギャラリー

(2) 認定記念パネル展の開催

日程等：①８月１日（木）～９月２５日（水）

大和ミュージアム１階ガイダンスルーム  

②８月１日（木）～８月１６日（金）

呉市役所１階多目的ホール

(3) 呉の歴史文化を巡るツアーの開催

日程等：①１０月１３日（日）

北前船コース（呉港～三之瀬～御手洗） 

②１０月２０日（日）

鎮守府コース（呉港～亀ヶ首発射場跡）

３ 提供資料 

(1) 「文化財保存活用地域計画」制度に係るパンフレット別紙１

(2) 呉市文化財保存活用地域計画の認定に係る報道発表資料（文化庁）別紙２

呉市文化財保存活用地域計画の認定申請について 











歴
史
文
化
の
特
徴

① 歴史文化を育む険しく豊かな自然
瀬戸内に開かれた海・山とともに形成された呉

② 海とともにある暮らし
海を恵みと捉え、狭小な浦々を生活の場として形成された呉

③ 瀬戸内海航路の結節点
海を道と捉え、連なる島々を中心に結節点として形成された呉

④ 海軍の軍事拠点
内海と島、そして山が織りなす地形を活かし軍事拠点として形成された呉

指定等文化財は、１５７件
未指定文化財は、６１３件把握

指定等文化財件数一覧

19 呉市文化財保存活用地域計画 【広島県】
【計画期間】令和6～12年度（7年間）
【面 積】352.83㎢
【人 口】約20.35万人

分類   種別 国
指定等

県
指定

市
指定

国
登録 合計

有
形
文
化
財

建造物 4 2 20 12 38

美
術
工
芸
品

絵画 0 1 7 0 8
彫刻 0 4 9 0 13
工芸品 2 1 9 0 12
書跡･典籍 2 0 1 0 3
古文書 0 0 ０ 0 0
考古資料 0 0 6 0 6
歴史資料 0 0 8 0 8

無形文化財 0 0 5 0 5
民俗
文化財

有形の民俗文化財 0 0 4 0 4
無形の民俗文化財 0 0 1 0 1

記
念
物

遺跡（史跡） 0 10 15 0 25
名勝地（名勝） 0 1 4 0 5
動物･植物･地質鉱物
（天然記念物）

1 3 24 0 28

文化的景観 0 - - - 0
伝統的建造物群 1 - - - 1

10 22 113 12 157

推進体制

【関連計画等】世界の記憶「朝鮮通
信使に関する記録」（H29年度）、

日本遺産「鎮守府 横須賀・呉・佐世保・

舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるまち

～」（H28年度）、

日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡い

だ異空間～北前船寄港地・船主集落～」

（H29年度）



基本方針 課題 方針 主な措置

文化財を
調べる

把握 ・市内全域の悉皆調査が実施できてない
・資料館等で収蔵展示の資料把握ができてない

・市内全域の悉皆調査の推進
・市内の収蔵資料の把握と台帳整備

事業1 市内文化財悉皆調査
近代化遺産や歴史的建造物など未把握の分野の文化財につ
いて悉皆調査を実施し、価値を明らかにする。

◆呉市、調査研究機関、市民、管理者・所有者
◆R6～12調査研究

・歴史文化の特徴や関連文化財群のテーマに則し
た調査研究成果が集約されてない

・個別の文化財に関する詳細調査が不十分である

・歴史文化の特徴や関連文化財群に係る調
査研究の推進

・個別の文化財の詳細調査の実施

文化財を
守る

維持管理
・保存・活用に関する取扱いが提示できてない
・所有者･管理者の意見聴取が行えてない
・文化財の現状を正確に把握できてない
・文化財を保管の収蔵施設が確保できてない

・保存･活用に関する取扱いの明示
・所有者･管理者への定期的な意見聴取
・文化財の正確な現状把握
・収蔵施設の確保の検討

事業7 文化財カルテ整備事業
指定等文化財保存を目的の基礎資料として、現状把握調査
に基づいた文化財カルテを整備する。

◆呉市、管理者・所有者、市民、調査研究機関
◆R6～8

事業13 無形の文化財に係る継承者育成事業
無形文化財及び無形の民俗文化財について、新たに継承者
育成を目的とした事業を支援する。

◆市民、管理者・所有者、呉市
◆R9～12

保存に対す
る支援

・呉市の特徴的な文化財の指定が不十分である
・所有者･管理者の負担軽減措置が不十分である
・文化財の保存のための財源確保が不十分である
・無形の文化財継承のための支援が不十分である

・文化財の新規指定の推進
・所有者・管理者の負担軽減措置の充実
・保存のための財源の充実
・無形の文化財の継承のための支援の充実

防災・防犯
対策

・災害･犯罪リスクの把握が不十分である
・防災･防犯の普及啓発、設備が不十分である
・災害･犯罪発生時の通報を受ける仕組みや対応
マニュアルがない、連携体制が構築できてない

・災害･犯罪リスクの把握と対策の検討
・防災･防犯の普及啓発、設備整備の推進
・被災情報収集システムの構築、対応マ
ニュアルの作成･周知、連携体制の構築

文化財を
活かす

活用に対す
る支援

・保存･活用に関する取扱いが提示できてない
・文化財を活用できる環境が整ってない
・文化財の活用に対する支援制度がない
・計画的な活用事業が展開されてない
・市民団体の活用事業との連携が取れてない

・保存・活用に関する取扱いの明示
・文化財を活用しやすい環境の整備
・歴史的建造物の活用の支援
・文化財活用事業の計画化、活用の支援
・市民団体等と連携した活用事業の推進

事業19 市民団体等と連携した文化財活用事
業
文化財に関連して活動している市民団体と連携し、積極的
な文化財の活用を図る。

◆呉市、市民、管理者･所有者、調査研究機関
◆R6～12展示施設の

活用 ・展示施設を通じた普及啓発が不十分である ・展示施設における普及啓発の充実

文化財を
伝える

普及啓発
コンテンツ

・文化財に関する情報が集約化されてない
・学校や地域に対する普及啓発が不十分である
・文化財情報が利活用しやすく提供されてない
・多様な世代や関心度に対応した情報発信がなさ
れてない

・文化財に関する情報の集約
・学校や地域に対する普及啓発の充実
・利活用しやすい文化財情報の提供
・多様な世代や関心度に対応した情報発信

事業22 学校や地域における普及啓発事業
調査研究機関や市民団体と連携し、市内教育機関や地域イ
ベントで普及啓発事業を実施する。

◆呉市、市民、管理者・所有者、調査研究機関
◆R6～12

事業25 くれ文化遺産コンシェルジュ養成講
座
文化財の普及啓発を行う人材を継続的に育成するため「く
れ文化遺産コンシェルジュ養成講座」を実施する。

◆呉市、市民、管理者･所有者、調査研究機関
◆R6～12

人材育成 ・普及啓発のための人材育成が積極的に行われて
ない

・文化財を普及啓発するための人材育成の
推進

文化財行政
の推進体制

・文化財専門職員が不足している
・文化財保護委員会の体制が不十分である
・関連部署･機関と連携体制構築が不十分である
・関連する市民団体･調査研究機関との連携が不
十分である

・文化財専門職員の充実
・文化財保護委員会の体制の充実
・関連部署・関係機関との連携体制の構築
・市民団体・調査研究との連携体制の構築

【将来像】歴史文化を楽しみ 育て 伝えるまち 呉

19 呉市文化財保存活用地域計画 【広島県】



文化財の総合的な保存と活用（７つの関連文化財群）

19 呉市文化財保存活用地域計画 【広島県】

歴史文化を
育む険しく
豊かな自然

海とともに
ある暮らし

瀬戸内航路
の結節点

海軍の
軍事拠点

① 海と島と⼭が
織りなす絶景

海と山、川の豊かな⾃然に恵まれ、貴重な植物や生物が各地で見られる。連なる山々の山頂か
らは呉市街地や瀬戸内海を見渡せ、絶景を堪能できる。平坦地が少なく、起伏量が⼤きいため、
河川は急流が多く、滝や渓⾕が形成されている。優美ながら、豪快で迫力ある景観をつくり出
し、貴重な生物や⽔生植物が生息している。沿岸部や島しょ部には⾃然海浜も残り、砂浜や岩
礁が見られ、海域にはカンムリウミスズメなどの貴重な動物も生息している。

①

海の恵みを
求め根付いた
原始の営み

呉市では、情島旧⽯器時代遺跡から、２ 万年以上前から人々が暮らしていたことが分かってい
る。市域での暮らしは、海を恵みとして活かすことで定着し、海運による地域外との交流を通
して豊かな暮らしを築いている。交流により獲得したとみられる⽯材や精神生活の⼀端を示す
板状⼟偶に見られる縄文文化、島しょ部を中心に点在する古墳や製塩遺跡、海上交通の要衝地
における祭祀遺跡など、陸と海の結びつきを示す特徴的な文化財が所在している。

②−１

⼭野河海を拓き
獲得してきた
⼤地の恵み

山と海に囲まれ、平坦な⼟地の少ない呉市において、現在の呉市域の宅地や耕作地の⼤半は、
江戸時代の新開築調によって形成された。⼆河川から⽔を引き込むための用⽔路として⼆河井
⼿が構築され、宮原村では⻑渠と呼ばれる⽔路が整備され、農業の安定化が行われている。生
活の場が限られていた呉市域では、山野河海を拓き、暮らしの場を広げ、生業を創り出してき
た。

②−２

海に祈る多彩な
信仰と地域に根
付いた暮らし

近世以降、市内には、それぞれの地域での暮らしや信仰とともに地域固有の民俗文化が育まれ
てきた。漁業や農業などの暮らしとともに、山や海の恵みに祈りを捧げる祭りは地域の文化と
して根付き、神社の祭礼等として継承されている。⾳戸瀬戸を渡る船頭によって唄い継がれて
きた⾳戸の⾈唄、各地の神社の例⼤祭で奉納される神楽や踊り、市内各地のとんどや盆踊りな
どの年中行事、地域性を反映した民俗に彩られる。

②−３

戦国の争乱に
より形成された
海賊衆の拠点

古代より瀬戸内海海上交通の要衝であった芸予諸島は、中世には、海域を勢力基盤とする海の
領主たちが権力を持つようになった。呉･能美･蒲刈を本拠とする海賊は、「三ヶ島衆」と呼ば
れ、⼤内⽒直属の海賊として、各地で転戦した。⼤内⽒にとっての瀬戸内西部の制海権の確保
は、九州･四国へ渡海攻略する際、さらに海路上洛においても、きわめて重要な役割を果たし
た。

③−１

海の往来ととも
に栄えた産業と
町並み

市域の海域は古代から瀬戸内海の重要な航路だった。倉橋では遣新羅使により歌が詠まれ、
⻲ヶ⾸では和同開珎の枝銭が出⼟している。⾳戸瀬戸は平清盛が開削したと伝えられる。近世
には、三之瀬が幕府により海駅に指定され、御⼿洗は北前船寄港地となり近代にかけて発展し
た。港町では、町並みが形成され、産業が発展し、また、製網、柑橘類栽培、酒造りなどが地
場産業として根付いた。

③−２

鎮守府の開庁によ
り近代都市へと変
貌を遂げた呉湾

明治22 年、呉鎮守府が開庁し、呉港は軍港として整備が進められる。日本最⼤の海軍⼯廠が
設置され、市街地が急速に発展した。⽔道整備などの近代化が進み、現在のまちの基盤が築か
れた。海軍施設は、広く市域に設置されていた。終戦により海軍は解体されるが、海軍が育ん
だ技術を継承し、造船、鉄鋼や機械金属を中心に“ものづくりのまち”として発展している。

④

②

③

④



【関連文化財群④】鎮守府の開庁により近代都市へと変貌を遂げた呉湾

 広島県近代化遺産総合調査が実施されているが、旧呉海軍に関連する戦争遺
跡や歴史的建造物、当時稼働していた機械⼯作物など、近代呉市の発展を物
語る文化財について広く把握するための調査が行われていない。

 構成文化財の多くは未指定文化財のまま残されており、老朽化や開発事業の
対象地となるなど消滅の危機に直面しているが、重要な文化財の抽出や詳細
調査に基づく保存・活用の検討が行われていない。

 構成文化財の多くは旧呉海軍に関連するものであることから、呉湾⼀帯に集
中しているものの、交通の利便性や民有地内に位置することなどから、十分
に活用されていない。また呉市海事歴史科学館（⼤和ミュージアム）を核と
する⼀帯の文化財の活用が検討できていない。

 旧呉海軍に関連する近代化遺産や当時の生活文化などに関する情報が集約さ
れていないため、関連文化財群の魅力が十分に周知されていない。

19 呉市文化財保存活用地域計画 【広島県】

 市内全域を対象とした悉皆調査を推進する
近代化遺産や戦争遺跡、機械⼯作物などの未把握の分野の文化財について悉皆調査
を実施し、価値を明らかにしていく。
→ 事業G-1 市内文化財悉皆調査 ◆呉市、調査研究機関、市民、管理者･所有者 ◆R6~12

 個別の文化財に関する詳細調査を実施する
市内の特徴的な文化財について、指定等の検討や指定後の再評価のための詳細調査
を実施する。
→ 事業G-2 詳細文化財調査 ◆呉市、調査研究機関、市民、管理者・所有者◆R6~12

 文化財を活用しやすい環境を整える
文化財が集中する呉湾⼀帯の文化財を活用するための環境整備を行う。
→ 事業G-3 文化財環境整備事業 ◆呉市 ◆R6~12

 文化財に関する情報を集約する
未指定文化財や関連文化財群を含めて情報を集約し、呉市ホームページや文化財ガ
イドマップをリニューアルして市民に周知する。
→事業G-4 文化財情報の集約化事業 ◆呉市、市民、管理者･所有者、調査研究機関 ◆R6~8

ストーリー

構成文化財の分布

近世の呉浦から軍港都市
への変貌

海軍と共に激動する
呉の人々の営み

現在に引き継がれている
近代の礎

現状と課題

方針と措置

明治22 年、呉鎮守府が開庁し、呉港は軍港として整備が進められる。日本最⼤の海軍⼯廠が設置され、市街地が急速に発展した。⽔道整備などの近代化が進
み、現在のまちの基盤が築かれた。海軍施設は、広く市域に設置されていた。終戦により海軍は解体されるが、海軍が育んだ技術を継承し、造船、鉄鋼や機
械金属を中心に“ものづくりのまち”として発展している。

本庄⽔源地堰提⽔道施設 昭和町のレンガ倉庫群 旧海軍⼯廠造船船渠⼤屋根
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